
モーツアルトに会いたい05

最終回 ピアノコンチエルト

ピアノ・河野美砂子

「ローゼンタール」肖像回(作者不詳)

。休) 午後 6時 開演
“
時30分開場)

京都府立府民ホール ・アルテイ

2009年3月 20日 (金

助成/ロームミュージックファンデーシヨン



wOrgang Amadeus Mozart(Salzburg,1756年 1月 27日 ～Wien.1791年 12月 5日 )

ピアノコンチェルト Kollzeie tt Kla宙∝und Orchest∝

■ウ ノ協奏曲 第23番イ長調 KV488 A dur(1786年 )

Auegro(4/4A―dur)(カデンツア・モーツァルト)

AdagiO(6/8 fis―mou)

Aucgro ttsal(2/2 A dur)

休   憩

■ピアノ協奏曲 第24番ハ短調 KV491 c mol(1786年 )

Anegro(3/4 o moll)(カデンツア・河野美砂子と
Larghetto(2/2 Es―dur)

Alo“etto(2/2o一mon)

じ〃 /河 野美砂子

lstカイオリン/玉 井菜採 梅原ひまり 塩見 裕子 濱名まり絵 荒巻美沙子

2ndカイオリン/田 中美奈 山本裕機 上敷領藍子 渡邊明日香

ウ材ラ/山 本由美子 中田美穂 本田佳余

チェロ/河 野文昭 五味敬子   コントラバス/南 出信一

フルート/長 山慶子    オ響工/大 島弥州夫 東口佐和子

クラリネット/小 谷日直子 松尾依子  フアルト/畦 内雅人 野村智恵

ホルン/材 上 哲 蒲生絢子 トランペツト/竹 森健二 横田健徳 ティンパニ/山 本 毅



プログラ″ ―ト
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"∞
年に始まつた演奏会シリーズ「モーツァル トに会いたし、も、いよいよ最終回となりました

簡単にこれまでの経緯を記しつつ、このシリーズを振り返ってみたいと熱 まヽ茂

2006年はモーツァルト生誕2511年という記念の年に当たり、世界中できまざま樹准しが企画され
まし,に

私自身は、まず 「ミニ演奏付き講演会Jで モーツァルトについて話してはしい、という依頼があ

り (その講演会の彊略が 「モーツァルトに会いた|コ でした)、もちろん喜んで引き受けましたが、
ピアニストとしては高話だけで出可としても残念、ということになり、演奏会を自シ 配ヽ 「ソロピ

アノ山でたどるモーツァルトの/thと いう昌I順による演奏会 「モーツァルトに会いたいJを、21X3

年11月に開催しまし7_

会場となった京有urL・ ンタ‐̂(1)と京都市」明0/ド識り に伝わる約■歳のピアノ 「ベトロフJ
の1蜘未ゆたかな詢讐Ч れ Ⅵ→ら

"ヽ

改装された独翔の雰囲気、それか らもちろんモーツァルトの

音楽の魅力が相まつたためか、演奏斜継院希望の声が多数寄せられました 当祇 演奏会 「モーツ

ァルトに会いたし、は1回限りの企画でしたが、以しのような経緯でシリーガ ヒが央定しました

第2口1日は、嘘内楽Jと いう大きOfり を設け、「ピアノニ重奏由」のマチネーと、「4手のため

のビアノ曲 饉嘴軸 のタベの2 FI開糧となりました ヴァイオ`リン・岸追百百雄、チ「口・Υ円野文

昭、ビアノ・イヽ林道夫の各氏と共演、2CX17年の梅雨の頃でした

両国とも、どちらかといえば地味な分野でしたが、そのモーツァルトの働 なヽ音楽がこういうジ

ャンルにもたくさ
'鑢

されていることにあらためて驚き、またたいへん嬉しく思いました

第3回日は、長年のモーツァ′
"ィ

アンである詩人σ)劉 |1俊太郎さんをお迎えし、朗読やお話を

聞きつつ、めったに演奏会では聞くことのできないソロピアノ由を演奏しました ちょうど1年前

の2α澪年3月のことで九

このとき演奏した 暗の練習 KV626b/48」の楽譜では、モーツァルトが弟子のために柵吏い 徴

つ を 16分 音符に

'レ

てヾ書き入れているの

“
"｀

、その特鼻ケ指使いから、モーツァフレトがその

16分音符の輸 音型をどのよう同惑じていたか につずつアーティキュレイトしていたと同時に、

ポリフォニックロ惑じていた)が 手にとるようにわかつたの,よ 大きな収穫でした

第4回は 「ピアノ連弾で開くオペラと交響曲」と題し、二人の若いピアニスト・岡削狗書子さん、

ガ拓みなみさんとともに、オペラ 「慶笛」抜粋と交宙瀾 「ジュピター|を敵 ヒアノンロとはま

た違ったモーツァルトの魅力を満喫しました これ1」針書の秋、2008年 11月に開催されました

両曲とも真の名山ですが、連騨のため,編 曲なので、オリ汁 )レ曲を演奏する時よりも良い意味

で気楽に弾くことができ、練習も含めて演奏することに沸き立つような喜びを感じました

以上のような流れの中ヽ 最終コはピアノコンチェルトで締めくくる、ということはたレ
ー

ん自

然であるように私自身は感じていますЪ

何しろまま そのモーツァル トのビアノコンチェル ト作品自体力%作 としか言いようのないもの

であること。さらに、コンチェルトと,よ ソロとオーケストラとの協演ではありますが、モーツァ

ルトの場頷 室内楽的な意味合い力つ く含まれていて、ともに演奏する仲間とそのモーツァルト作



品演奏の喜びを知 ちヽ合うことができる・・・つまり、それま聞いて頂く方の力惑にもつながるの

ではないかということ税

以前のプログラムノートにも書きましたが、実|よガ性 のころ私はモーツァルトの音楽の良さ

があまり理解できま もつと斬新なハーモニーや索敵なメロディがある他の作曲家の作品に惹のオし

ていまし,=で すが、年を経るにつれてモーツァルトの音楽の奥深さ、滋味、豊かであることに日

と耳と心が開力れてゆく思いをし、また一方で その楽譜 こIJ霞汰′解 が1個たりともないこと

にも麒 します、

【ビアノ協奏由について 】

雇い主であつた

'レ

ツカレクの大rll教との熾 父レオ,めレトの反対を押し切つての紳 昏など

きまざまな事情で、フリーランスの音楽家としてウィーン■輩 3ようになつたモーツァルト。

細 板やクラヴィア (当時のビアノ)の レッスンの他、生繊 を稼ぐヽ ■てとして音楽会を何

度も開催しました
'予

約演奏会Jと莉け る新作自演の会で、その一番の目玉が、モーツァルト自身

が演奏し指揮するピアノ(クラヴィア)コンチェルトでし,七ウィーンロ午むようなつた1981年●5

歳)以 来、35歳で亡くなるまでの間に計 17曲も書力れ、いずれもモーツァルトの中期から晩年に

な0オした名前群

“

■

【ピアノ鰯 駅悌 23番 イ長欄 KV488】

Щ こまやかな情趣や遠いなつかしさも感じさせつつ、洗練された美しきの帝楽、とでも言え

|れ いヽのでしょうハ 弾いていて、そのしなやかな曲線に魅せられま丸 1786年3月 2日舟丸

第20番から第26番までのビアノコンチェル トは、いうンしもえ―ケストラ畜,に トランペットや

ティンパニが入る中で、この第23番は1唯―の例外で悦 クラリネットカ渡われているのも特徴で、

後年の名曲 「クラリネット五重奏IIIIJや「クラリネット協奏曲」を先取りする由とも考えられまサЪ

第2楽章の嬰へ短調 ・シチリアーノ|よ ¬質問くと,忘れがたい音楽ですが、この冒頭のメロディ

は、1775年作由のピアノソナタ第2番 W"ll第 2楽庫冒頭や、ハイドンのィ鶴讀こも同じメロディが

あつて、興味深いところで塊 第3楽章のロンドに見られるユーモアもまた印魏 全楽章にわた

って棚 の燿耀力ヽ‖きもの観

【ピアノ脚 第2番 ハ短熙 Ⅳ491】

さきの第23番のわずい3週間後、1786年3月 24ロカム

同じ時期の作品であるにも力勁わヽらず (だからこそ、とも言えますが)、この2曲はさまざまな意

味で対熙的な作品となつていま丸 第1楽章、冒頭オーケストラのミステリアスなテーマ、その後

のビアノ独奏部分の厳し0孤独感、そして時に激しさも噴出し、邪達力漁 っているいつものモーツ

ァルトの、まつたく異なつた部分を覗く思い観 第2楽章1士転 して、ビアノと柔ら力ヽ 木ヽ管楽

器の胤 第3楽章は、変奏由になって, まヽすが、変奏曲という範疇を越えた音楽がそこここに聞

こえてきま九 特に第5変奏など、弾くたびにその音楽の、或る意味での痛ましさに圧倒されま塊

モーツァルトのこの曲の自筆譜に1よ彼にしては珍しく何度力嗜き直しや訂正があり、また、本

番力池 つて書く時間がなかつたため、独奏部分に向 壇勲ツしていない所もあり、カデンツァljq

奏部効 も残つていませ私 モーツァルトは自分で演奏するので、書く必要がなかつたからa

本日の演奏では、その書力れていな0部 分を私自身が補つて演奏しま丸



今回、この2曲を演奏するため時間を力ヽすて練習していると、いろいろと気づくことがありま丸
たとえば、第23嶽 第24番の■曲|よ表われた音、形としてはまったく対称的なものとなつて

いますが、音の素材 (青iミ tよ驚くはど共通するもの力演 たオしている、ということ。さらに驚
いたのは、その同じ音型が、同じ時期に作曲された他の複数の作品に共通しd吏われていること。

演奏会シリーズ 「モーツァルトに会いた。Nで まヽでに演奏した由の多くは、私が本当Ⅲ惚れ込
んで選んだ由なのですが、その山のいくつ力ヽこ共通する音型があり、1ンかも、それらの多くが1786

彎 寵 と, うヽこと観

第1回目の
一
番最初に弾いた 「ロンドニ長調 KV485」、「連弾ソナタヘ長調KV533J、「ピアノソナ

タヘ長調ヽヽ 7J、そして今回の「ピアノ協奏曲 第23番KV488」と|ピアノ協奏山 第24番KV～lJ ・̈。
モーツァルトが、同じ音型を使うことにどこまで意識的だつた力ヽまわかりませんが (ベートーヴ

ェンなら確信犯

“

が)、このことが、音楽自体とどのような力
"わ

りがあるの力、たレヽへん興味深
いところ観

専門的な詢まともかく、モーツァルト自身|ムー般の愛好家にも、また音楽専門家にも愛聴され
る音楽を書く、というモットーを持っていました。3年 にわたつてモーツァルトの音楽にか力わつ

た私自身は、モーツァルトの音楽を通して、また、実人生も重れ 本当に深いものや悲哀、その他

多くのもの初盛受することになりました そのことを、心より層輛寸した| とヽ思いま丸
モーツァルトさん、ありがとう。

PF河 野 美砂子(こうのみさこ)

京柵

"生

薇L京 都市立卿 ||●
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Fl京都|わ動 詳卒丸 研 す美千子、梅口志づ、島崎清、鈴 良ヽ―各氏に師帆

芸大卒業後、井上直幸氏に師現 83年～84年クィーン国立中 Eウ ″レ抑 欧油伴奏の″ スに適うう 、フ

テイツルクのビヒト‐アクセンフェルト女史のもとでさらに学札 85柵 コ後、ソロリ
'ス

タルシリーズくシュー́ 0レトとシェー

ンベルク〉を工月剤め たり硼抵 95年および

“

年1こは、そのまとめとして■日0お る適卿 サイ″レを、京諷 渕颯 東

"0こ

て関倒レス、菫内渠のR Clま 、Pカルミレッリ氏(元イムジチ合奏団■7ヴァス大リン動 を始めとする内外のソリス

トとの共漁つ仏 ベートープジ リ,林 リンソナタ全10山、同チェロォ″夕および変奏山全8山、同ヒアノトル嗜訓帯餞会

「ベートージェンとの地 等をシリーズで仰載膊颯 し́その他 オーケストラとの欺 通奏低,(チェンバロ)電 フォル

テtクノにも,靭をお シュー シレトの動 菊触舎潮躙 れ́ 88鋪毬 劇郵鵠

"綽

ノリール優秀丸

06年、ソ●リツイタル【モーツ″レトに会|たい1を京都撲柿センター講卸こて開催 薇,2 tl■‐た形の音楽会が反望をよ

び シリー欄 り淀した O‐年夏に【モーツ//レトに会いたい 21(動 架用臓「ピアノトリオJ「4手のウ ノ曲J)を開覧

20“年3月、【モーツ″レトに会いたい 01(マニアンクモーツ″レDでは 詩燕ゆ勧 H災太郎氏の自作朗読やお証 め に、

ソロ演姜日も漱 つた 210年 11月には【モーツ″レHこ熱 た| 4ヽ】(L~ノで聞くオータスラの価 を開L

9年 ル 02年まで

…

う 詳境(・内場非鰤 moo年より∝年まで京都た詢麓鮭飾誘柳嚇洋部(芸術つ

非常勤講師、%年 より場なIで師 に躾術人G緒 染鞠 (ヒアノ)月霧麟凱

2年 幣売歌会t鑢 。95年第41回角
"短

歌賞受丸 ∝牛響■椰課『特調回(砂子屋書力 をいに 1司鞠果,よ嚇 回蜀

代勧膊ワ 設ヾ 丸



vn工 井菜採 (たれ なヽつの  京漱生議に 桐羽学園太学卒業後、オラング スヴェーリング餘膊鬼 ミ=′ ンヽ音楽大学 こて

い 、プラハの春コ時 ンクツ レ、パッハロ簾 ンクリ レ、シベリウス国鴨■ンクー′レなと数々の国防■ンクー冽イこ鰍

忘 。平成14年 ゆ

`断

卍論傍晰人贅受氏 配 勢

…

瀧輪額陸綺ちてヤ汽 脚啓なンンフォ=ッ タ東民 アレつツプ

ルofトナ■ウ、東京グイスアンサ)う力ヽのメンフ`し 東京僣耐●3箸機漿斃

Ⅵ 構源ひまり0め はら0ま り) 制調中 ベルリン芸術κ議こ入学以 トーマス・プランディス氏に絲 _'∞ 牛

削常でお翅陽尉コ^― う これまでに数 の々ソナイ笏らやオークストラとの共減 室内楽ではス の内外の著名な

濤 路との力勲種い 盛 博九 現線瑯 れ館副

"群

吸0憫

…

メ

ー

掲中。から
一
方、ヤザみシンフ

ォニエッタ柳 メンバーヽ あ 。'98年

…

'“午 京都位対じ妙

"睦

はい 、当
"の

資を実民

Ⅶ 塩見 裕子 (しおみひ

`0 
東京藝術メ

ー

、京都1政 響痢コ|ひす■在団中ウィーン国立音大に留弘 在団中より各

地でソ
'ス

タル終懐内楽帝%と つ。退団後、ニューコークに

…

91～ ツ`ハ

ー

ーゝ94年よりmo年

まで京都チェンパーオークス|ラのコンサートミストレス。Nl● M名 曲リサイ″レ「知半奏の魁 り」に

`1嶺

も最近では、9〕D7イF19サ

イタ′́ ツ澤喘勲晨 日中frt、 Cヘ ッッェル Jロピンス等の各氏岬綱軋

vn山本 裕構 (やヽ とゆうぎ) 1966ヤ N阪生機に 大阪府立岸和国高摯学校、東京口肺大学音楽学部器鶏ヤン匈範 大学

卒業後渡米し、メイカ‖で開カツしたボーダン霞楽祭に銀 スカラシップをけ0動 ヽ閑31/ンディアナ大学大学院修十課程入学

と同嘲こクッ

'‐

―

…

.い 了、修士(青Ю。現に 同樹山好つ喘離謗騨悧推臨 全口澪ンピ翻 ■/2/―

ル審査漁か1勲 ,ヽ0青 山

一

員螢凛 務ゝめれ

Ⅶ 口中 美斎 (た力
"ヽ

′夕よ) 1994年 同明学欄大学僣絣G哺睦 桃 1助″‖国際脚 こお| てヽクフモ プライズメ地 1"5

イiより桐調オークスレアカデミー研修課程終了。ヽや のい出『m¨ に N“mcnの メンフ`‐■離 れ、ヨーロッパ各地の演

奏旅行に滲力,。1997年 アカデミー終了後、大レ ィルハーモニー交薔楽団策 =ヴアイオリントップ奏者に就任、場在に熟 .

2∞1年名古屋市にてリサイタルを|IL野 口淡路、森日玲子 菊池綺■ 立口あづき、静 久保日良憔 藤原浜燿の略氏口押颯

Ⅶ 濱名まり絵 (はヽ 螢
"が

 ボolいと留器大学卒業、相η 修了。2∞4-― クスラにおいてパ

ロックザール賞を受覧 2005鋼 可オークスレ の イヽツ フランス翻 こ|1鰤t榊 麟 アカデミー、ディチーノベ′力に参

加し、ファイサツレコンツ‐`卜に出洩 京都 7ランスアカデミーを受騨電ソリストとしCオーケストラと蟻 ,2007年大隋 ソロリツイタ

ルを離 コしまでに畑千穂氏、岸邊Fl日雄氏、日辺良子氏に廊軌 現在 京都室内オーケスレ 0)ル ′`―.

Ⅷ 荒漕美沙子 (あらまきみさ0列 嗜県立西富高等学校音豪料を経て 京都,卜調師膨ヾ掏撃智諄や

"鷺

見伝 東京薔術大

学大開用す上

…

黎 幌 第11回KOBF国 際ンヨ鋼■ンク‐プ暉 神戸市長鳳 ,M陣醐νエステイバ

ル2al‐第17回京潟レランス音楽アカデミー等のセミナ観 コ まヽでにヴ″ 利 ンを力酔Ч日ヽ 東畑津ヽ 山岡耕体 関

まり、中 各氏|●m亀 誨村栞υ肉園勝也、岡は 右齋膊の各氏1霞申軋

vn■敷傾藍子(かみしきりょうあい‐
l  現在凍

"0前

扶→
`年

在学中。大阪E腕晴鯨■ンクール中学の部第1●_東 筋芸術祭

に■

'螂
敲 賞受民 全日本牲 都いンクール矩 姶 中学の制 L司 コングリ嘲鯨 ラ゙ 請腋つい 7・ミユー
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